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て，電動車椅子 BMI操作の安全性を考慮しつつ，識別率の偏りを抑える方法について提案した． 2. に
ついては，効率的なトレーニング方法として，ビジュアルフィードバックによるトレーニングを数種
類提案し，実際に被験者実験を繰り返し行って評価した．実験したトレーニングは，イメージの提示
方法，被験者にフィードバックする情報，フィードバックするタイミング，識別器の学習を行うタイ
ミングなどの違いがある． その結果，被験者トレーニングと共に識別器を再学習していくことで，約
30分程度で，平均識別率が約 8%上昇するという結果が得られた． 
 
 
